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新着の着ぐるみも松井市長を
出迎え（10月 24日）

自主製品の常設ショップ

あ
な
た
の
近
く
に
私
た
ち
が
い
ま
す
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〜
高
齢
者
訪
問
作
業　
「
と
も
」が
生
活
支
援
を
拡
大
〜

み
ら
い
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ

　
　
火
山
館
に
毎
月
開
店

令
和
三
年
度
社
協
役
員
の

　
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
高
齢
者

世
帯
な
ど
、
日
常
生
活
で
お
困
り
方
の

身
近
な
作
業
を
訪
問
支
援
す
る
、
伴
学

区
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
と

も
」
。
設
立
七
年
目
の
今
年
七
月
か
ら
、

介
護
保
険
法
で
定
め
る
総
合
事
業｢

住

民
主
体
型
生
活
支
援
訪
問
サ
ー
ビ
ス
実

施
団
体｣

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
、

福
祉
委
員
や
女
性
会
と
も
協
力
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
介
護
保
険

制
度
の
公
助
の
支
援
と
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
共
助
の
支
援
を
合
わ
せ
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
支
援
方
式
。
支
援
体
制
が

充
実
し
「
と
も
」
の
活
動
範
囲
も
次
の

よ
う
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

㈠
介
護
保
険
制
度
の
ヘ
ル
パ
ー
の
作

業
範
囲
外
の
掃
除
や
洗
濯
、
食
事
、
買

い
物
代
行
、
薬
の
受
け
取
り
な
ど
の
室

内
作
業
を
支
援
。
車
で
の
送
迎
は
で
き

ま
せ
ん
（
一
号
サ
ー
ビ
ス
）

　

㈡
庭
の
草
取
り
、
ご
み
の
運
搬
な
ど

の
屋
外
作
業
は
、
今
ま
で
と
同
じ
範
囲

で
支
援
し
ま
す
（
二
号
サ
ー
ビ
ス
）

支
援
作
業
を
有
償
化

　

こ
れ
ま
で
無
料
で
し
た
が
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
の
有
料
と
し
ま
す
。

一
号
サ
ー
ビ
ス
　
一
回
三
百
円

二
号
サ
ー
ビ
ス
　
一
回
五
百
円

★
賛
助
会
員

　
み
ん
な
の
善
意
銀
行
の
令
和
三

年
度
賛
助
会
員
登
録
数
は
十
一
月

末
現
在
、
個
人
会
員
（
一
口
千

円
）
が
百
八
十
三
人
、
前
年
同
期

よ
り
八
十
四
人
増
え
て
い
ま
す
。

企
業
・
団
体
（
一
万
円
）
は
二
十

八
団
体
で
す
。

み
ん
な
の
善
意
銀
行

（
敬
称
略
）

　

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
五
カ
月

間
で
、
実
に
十
三
件
の
作
業
に
対
応

し
ま
し
た
。

　

支
援
作
業
の
登
録
者
は
男
性
七
十

四
人
、
女
性
六
十
一
人
の
計
百
三
十

五
人
。
依
頼
に
応
じ
て
適
材
適
所
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
体
制
で
す
。

　

お
困
り
の
作
業
が
あ
れ
ば
、
遠
慮

な
く
連
絡
し
、
必
要
な
支
援
を
受
け
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
の
中

で
、
一
日
で
も
長
く
健
康
で
自
立
し

た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
「
と
も
」
事
務
局
長
　
上
野
昭
司
）

連
絡
先
　

戸
山
・
伴
・
大
塚
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
八
四
九-

五
六
八
〇

沼
田
老
人
い
こ
い
の
家

☎
八
四
八-

三
二
七
七

　高齢者夫婦がごみ処理の依
頼。女性会と福祉委員の４人
が１時間半かけて分別。ごみ
出しも手伝う

近助の力　一人暮らし世帯から草取り・整枝の依頼。
会員と近隣の７人が、一人なら一日仕事を１時間半
で。ごみ袋16個を運ぶ

会　
　

長 

伴　
　

晴
英

副
会
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川
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一
之

兼
高
齢
者
福
祉
部
会
部
長 

伊
藤　

修
太

兼
善
意
銀
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事
務
局
長 

池
田
美
代
子

兼
福
祉
委
員
部
会
部
長 

有
馬　

義
憲

兼
児
童
福
祉
部
会
部
長 

西
田　

雅
行

地
域
福
祉
推
進
委
員 

稲
葉　

憲
治

事
務
局
長 

山
田　

初
則

会　
　

計 

塚
本　
　

一

総
務
部
会
部
長 

中
村　

晴
男

広
報
部
会
部
長 

圓
山　

文
雄

障
が
い
者
福
祉
部
会
部
長 

新
村　

雅
雄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

 

事
務
局
長　

上
野　

昭
司

安
佐
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
長
表
彰

伴
社
協　
　
　

石　

富　

三　

弘

（
敬
称
略
）

▼
香
典
返
し
に
か
え
て

（
令
和
三
年
三
月
〜
三
年
十
二
月
）

　

町
内
会　
　
　
　

寄
付
者
御
芳
名 　
　
　

 　

死
没
者
名

大　

原　

  

丸
　
本
　
初
　
枝　

  

英　

明

奥　

畑　

  

尾
　
﨑
　
昌
　
子　

 　

 

登

三
城
田　

  

高
　
尾
　
美
恵
子　

  

國　

治

雲
願
寺　

  

西
　
本
　
節
　
子　

  

奥
田
澄
江

▼
一
般
寄
付
者

上　

伴　

  

岡　

本　

忠　

明

　

沼
田
合
同
庁
舎
「
火
山
館
」
の
交

流
ス
ペ
ー
ス
に
障
が
い
者
作
業
所
の

自
主
製
品
販
売
の
「
み
ら
い
ち
ゃ
ん

シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
十
月
誕
生
し
ま
し

た
。
第
一
、
第
三
木
曜
日
、
午
前
十

一
時
〜
午
後
二
時
に
開
店
。
地
域
の

人
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
触
れ
合

い
、
理
解
を
深
め
る
場
の
実
現
で
す
。

　

障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
目
指
す

沼
田
地
区
の
作
業
所
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
女
性
会
と
社
協
が
つ

く
る
委
員
会
に
よ
る
運
営
で
す
。
初

日
は
三
つ
の
作
業
所
が
野
菜
や
ク
ッ

キ
ー
、
布
マ
ス
ク
な
ど
を
売
り
ま
し

た
。
今
後
、
パ
ン
の
販
売
や
喫
茶
も

検
討
中
で
す
。

　

地
域
の
魅
力
と
共
助
の
意
識
を
高

め
る
広
島
市
の
地
域
活
動
支
援
事
業

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
組
み

立
て
式
の
備
品
類
の
ほ
か
、

「
み
ら
い
ち
ゃ
ん
」
の
着
ぐ

る
み
も
製
作
。
初
日
来
店
の

松
井
一
實
市
長
を
出
迎
え
ま

し
た
。

　

地
域
に
開
か
れ
た
珍
し
い

常
設
シ
ョ
ッ
プ
は
、
令
和
元

年
に
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
始
め

た
「
と
も
福
祉
フ
ェ
ス
タ
」

か
ら
発
展
し
ま
し
た
。

▽
太
田
川
学
園

▽
工
房
と
も

▽
ひ
だ
ま
り
の
家

▽
ど
ん
ぐ
り
作
業
所

の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。


